
第 2節 県民の生活を向上させる政治のはたらき

　長崎県は,首都

東京から約1,300

km離れており,しか

も，島や半島が多い。

　そこで,県や

市町では道路,港

湾,空港の整備に

努力し,県では「長崎県の道づ

くり基本方針」(令和3年6月)

を策定し , 道路ネットワーク

の整備 ,維持管理などをおこ

なっている。

　2004(平成16)年3月,長崎自動

車道が長崎市内まで延長され,なが

さき出島道路を経由し,長崎中心

部への行き来が便利になった。ま

た,交通渋滞をやわらげるための

バイパスも各地で建設されている。

　島の道路は,離島振興政策に

よって,整備が進められており,交

通の便は次第に良くなっている。

1　交通網の発達

　交通が発達するうえで,橋の果たす役割は大きく,生月大橋や大島大

橋といった,島と本土を繋ぐ橋が架けられ,地域の人々の生活が便利に

なり,産業の発展に大きく役立っている。

　2005(平成17)年度には,女神大橋や新西海橋がまた,2009

(平成21)年度は,鷹島肥前大橋が,2011 (平成23)年には伊王

島大橋が完成した。

　船は,多くの島をもつ長崎県にとって重要な交通機関である。港湾の

整備が進み,大型のフェリーや高速船が就航したことにより,本土と島,

島と島の問で人や物をより多く,より速く輸送できるようになった。
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また,長 崎県の発展にとって空港の

整備も欠かすことができない。

1975(昭 和50)年 に大村湾につくら

れた長崎空港は,世 界で最初の海上空

港である。 長崎空港からは,東 京を始

めとして国内各地へ定期便が就航して 西九州新幹線 「かもめ」

おり,海 外 に向けても上 海や ソウル への定期便が運航されている

(上海線は令和5年10月30日,ソ ウル線は令和6年10月27日 にそれ

ぞれ運航再 開)。 長崎空港は,長 崎の空の玄関として,観 光を始め,

人や物の交流の拠点となっており,大 きな役割を果たしている。

長崎県では,長 崎空港の他に,壱 岐,対 馬，五島に空港があり,本

土と短時間 で結ばれている。鉄道は2022(令 和4)年 に西九州新幹線

(長崎～武雄温泉)が 開業 し,い よいよ長崎県 にも新幹線時代が到来

した。長崎から博多までの所要時間は片道最速で30分 短縮され,よ

り便利になった。(最速1時 問20分)

交通の発達 は,こ れからもわたしたちの住む長崎県の産業を発展

させ,交 流を拡大し,人 々の生活を便利で豊かなものにしてくれるに

ちがいない。

2環 境保全への取組

自然を守 り,美 しいふるさとをつ くるための課題は多く,そ の

解決にはさまざまな手だてが必要である。

県のほぼ中央に広がる大村湾は潮 の流れが緩やかで,波も静かな

ことから,古来より「琴の海」との美しい別称で親しまれてきた海であ

る。また,生きた化石といわれるカブ

トガニや,世界で最も小さなクジラの

仲 間で,生息数の減少が心配されて

いるスナメリが生息している。

大村湾には,約60の 河川 が流れ
スナメリ

(「マリンワール ド海の中道」(福岡市)で 撮影)

込み,外 の海 とはせまい針尾瀬戸 と早岐瀬戸でつながっており,

海水の出入 りが極端に少な く,汚 れがたまりやすい。

大村湾の水質について,1976(昭 和51)年 以降,水 質汚濁の指

標 であるCOD(化 学的酸素要求量)が 環境基準(2.Omg/l)を 超



え る状 態 が長 く続 い てい た。しか し,2011(平 成23)年 度,2013(平 成

25)年 度,2017(平 成29)年 度,2019(令 和元)年 度 及 び2022(令 和4)年

度 には環境 基準 を達成 す るな ど,近 年 は 改善 の傾 向が見 られ てい る。

CODと 汚水処理人口普及率の推移(第4期 大村湾環境保全 ・活性化行動計画より)

※CODと は,「化学的酸素要求量」のことで,数 値が高いほど,汚 れていることを示す。

※汚水処理人口普及率とは,下 水道,農 業 ・漁業集落排水,浄 化槽などの汚水処理施設を,ど れだ

けの人が利用可能であるかを表 した指標。

汚水処理人口普及率＝(汚水処理可能人口/行 政人口)×100

また,沿 岸域 では護岸整備 等が進み,安 全性 が高 ま った一 方

で,海 で遊 ぶ,海 と触れ合 う機会 が減少 している。

そのため,長 崎県 では,水 質汚濁防止法や条例による工場など

からの排水規制のほか,2019(平 成31)年 に策定 した第4期 大村

湾環境 保全 ・活性化行動計画により,大 村湾 沿岸地域 が一 体 と

な って,森 ・里 ・川 ・海それぞれの場所における海との関わ りを

踏まえた総合的な環境 保全を推進している。

特に生活排水への対策には,公 共下水道の整備が必要であ り,

湾奥部の地域 では県 が中心とな って下水道の整備を進めているほ

か,湾 に接 する市や町でも,公 共下水道事業や浄化槽整備事業等

に計画的に取り組んでいる。

また,大 村湾に親 しみ,大 切に しようとす る県民の意識 を高め

ようと,関 係団体 と連携 ・協力 しな

がら,海 や河川での体験学習を開催

したり,環 境保全活動を行 う団体へ

専門家を派遣したりするなどの支援

に取り組んでいる。

このような取組により,大 村湾が

豊かな生態系と自然環境を保ち,地

域の活力を産む“宝の海” として,

将来へ受け継がれていくことを目指

している。

大村市森園公園地先に造成した浅場

造成浅場の清掃
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